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省エネルギーと経済性に配慮した 
次世代システム鶏舎の開発 

 鶏は個体が小さく成長が早いため、他の家畜に比べ

て周囲環境の影響を受けやすく、舎内環境の適切なコ

ントロールは鶏の生産効率に直結します。 

 近年では、高密度飼育が可能なシステム鶏舎(ウィン

ドウレス鶏舎)が主流となっていますが、そこで採用さ

れている技術の多くは、欧米からの輸入技術であり、

高温多湿期における暑熱対策など、国内における適用

性は十分に検証されているとは言えません。 

本研究は、ブロイラー鶏舎を対象として、省エネル

ギーに配慮しつつ生産効率の向上を目指したシステ

ム鶏舎を開発することを目的とします。 

 鶏舎特有の設計条件として、ひなの成長に応じて、

生育のための適温が低くなっていく一方、発熱量は成

長とともに増大することが挙げられます。結果として

換気設備は、1 回/h～120 回/h 程度の幅広い風量へ

の対応が必要で、いずれの風量のときにも、舎内をむ

らなく換気することが求められます。また、ブロイラ

ーの生産コストは飼料費とひな代が 4 分の 3 を占め、

生育環境が出荷率や飼料要求率に大きな影響を及ぼ

すことから、省エネを図るだけではなく成長段階に応

じた最適な温湿度制御システムが必要です。 

 本研究では、換気方式としてトンネル換気や横断換

気、暖房方式として床暖房や放射暖房、暑熱対策とし

て気化冷却や冷却コイル方式等を比較検討し、実測や

シミュレーションによりその効果を検証しました。 

 従来型の開放鶏舎、側面入気及び天井入気のシステム鶏舎、計３棟の既存鶏舎を対象として、温湿

度及び換気量の年間を通じた実測調査を行い、舎内環境の設計条件を明確にしました。 

生産効率低下の原因となる温度むらについては、天井入気方式が最も改善効果が大きいことがわか

りました。また、暑熱時は大量の換気を行うことから、気化冷却方式が適していますが、その中でも、

入口で冷却を行う気化冷却パッドの効果が大きいことがわかりました。 
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図１ ブロイラーの生産費用の内訳 

図２ 鶏舎の代表的な換気方式 

図３ 舎内環境制御のイメージ 
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